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2) Fujita S,Ogasawara A,Kageyama T (2009)
PrevalenceofClostridiumper丘ingensinintestinal
microfloraofnon-humanprimates.(PrimateParasite
Ecology) (ed.Hufman MA,Chapman CA)
p.271-281CambridgeUniversityPress.
学会発表
















InternationalMeeting on Asian Zoo/Wildlife
Medicine and ConseⅣation (2008/08, Bogor,
Indonesia).
4) Nakano M,Fuji-Hanamoto H,Enomoto T,
hiatsubayashiK(2008)Acomparativestudyoftestis
microstructure ofthe human and greatapes.














































































3) 平井啓久 (2008/07)迫伝学 ･ゲノム科学の視点
から-i7!24回日本滋長析学会大会公開シンポジ
ウム ｢出長析学はヒトの見方をどう変えたか｣.
日本の出長柄学60周年シンポジウム 充京.
4) n･山節 (2008/12/12)ペプシンの多様性と機能分
化 および臨床応用.北陸大学学術フロンティア
推進部業 北陸大学茶学部 輔乳頬のペプシンの
多様性､分子進化､構造と機能､およびヒトに
おける胃疾瓜検査の臨床応用について講演し
-78-
た.
5) 先山節 (2009/2/28)霊長類研究所のリサーチリ
ソースステーション.自然科学研究機構生理学
研究所 ｢ニホンザル ｣バイオリソース運営委員
会 科学技術餌サイエンスホール (東京).
6) 松林消明 (2009/01)ペットと人間の関わりを考
える.日本桁祉大学人間講座 名古屋.
